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主な研究テーマ

・音楽・音声の音響信号の自動理解と、それに基づく
ユーザインタフェースに関する研究
・メディアコンテンツの鑑賞・創作支援に関する研究

・コンテンツ共生社会のための類似度を可知化する情
報環境の実現（JST CREST）

主な採択課題
・若手研究(A)平成17～18年度(配分総額:12,740千円)
課題名「音楽音響信号理解に基づく新たな音楽インタフェース
研究」
・基盤研究(B)平成19～20年度(配分総額:18,720千円)
課題名「不特定多数のユーザが音声認識誤りを訂正した結果
を活用した音声情報検索に関する研究」

・科研費の研究成果を発展させて、能動的音楽鑑賞インタフェースと「自動
認識誤りをユーザが訂正する」発想を融合させ、人々が日常生活で使える
音楽サービス「Songle」「Songrium」を実現して一般公開・プレス発表した
（2011年から研究代表者として推進したCRESTの成果）。

・ Songleは楽曲の中身を自動解析でき、Songriumは音
楽コンテンツの関係性を可視化できるサービスである。

・基礎から応用に至る広範な成果は、高い学術評価に
加え、多数の報道や企業への技術移転によって社会にインパクトを与えた。

・日本学士院学術奨励賞、日本学術振興会賞、科学技術分野の文部科学
大臣表彰若手科学者賞、情報処理学会論文賞等、受賞多数。

・音楽理解技術を活用した創作支援サービス「TextAlive」も実現して一般公
開・プレス発表ができ、鑑賞と創作の両面から波及効果が期待される。

・「コピー不可能な体験」の創出が未来社会において本質的であることを認
識しながら、多様な鑑賞・創作支援技術を研究開発して社会実装に取り組
むことで、学術的、産業的、社会的、文化的に貢献することを目指す。

・人間に代わって計算機が音楽の音響信号を「聴く」（自
動的に理解する）ことができるようにする音楽理解技術を
研究開発し、さらにそうした技術が人間の音楽の聴き方
を豊かにできるように、音楽理解技術に基づくインタ
フェースの具体的な事例（能動的音楽鑑賞インタフェー
ス）を実現した。（若手研究(A)）
・ユーザが協力すると日々性能が向上する音声情報検
索技術を開発し、インターネット上にある音声データを対
象とした全文検索サービス「PodCastle」を2008年6月12日
に一般公開してプレス発表した。音声認識誤りをユーザ
が訂正することで性能向上を可能にした。（基盤研究(B)）

①科研費による研究成果 ②当初予想していなかった意外な展開・成果

③今後期待される波及効果、社会への還元など
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